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61   　　 Pegeya　inarina 　N・1 株 由来の アル ギ ン 酸生 合成系遺伝子群の 解析
（北大院 ・工 ・分子化学）○浅井俊 司 ， J．　Kraiwatanapong，大井俊彦 ， 木下晋

一

1目蠏 ア ル ギ ン酸分解菌と して 単離 された D εleya　marfna 　N −1株の ア ル ギ ン 酸
リア

ーゼ を コ
ー

ドするalgA 遺伝子が ク ロ ーニ ン グされ 、 その 塩基配列が 決定され
た 。 そ の AlgAの 下流領域 には ORF の 存在が示 唆された 。

　Pseudonionas　aerugi −nosa
（PS菌1や A2 σεobac ごer 噸 elan 雌 （AZ 菌）で はア ル ギン 酸リア

ーゼ遺伝子（algL ）の 上流
と下流に は ア ル ギン 酸生合成遺伝子が ク ラス ター

する ことが 知 られ て い る 。 そ こ

で aigA の 下流領域に 存在するORF の ク u 一
ニ ン グお よび塩基配列を決定す る こ と

を 目的 とした 。

匿方法お よび結果laigAの 下流 領域の塩基配列 3β90bp を決定 した とこ ろ 、
　aigA

の後ろ 211bp を隔て て 521 ア ミ ノ酸 をコ ー ドするORFB 、 お よび10bp を隔て て
350 ア ミ ノ酸をコ ー ドす るORFC が存在 した 。　PS菌お よびAZ 菌 の アル ギ ン酸リア

ー

ゼ 遺伝子の 下流の アル ギ ン酸生合成に 関与す る遺伝子 の ア ミノ 酸配列 との ホ モ ロ

ジ ーを検索した結果、ORFB は Alglとはそ れぞ れ 79％お よび77％の 高い ホモ ロ ジ ー

（PS とAZ で は ホ モ ロ ジ・− 84Yo）を示 し ． またORFC は PS菌の A 図 と42 ％また AZ 菌の

AlgV と43％の ホ モ ロ ジ ー
（PSとAZ では ホモ ロ ジー58％〕を示 した 。 さらに ．

　ORFC
の 下流領域 に新 しい ORFD の 存在が示唆され た 。
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　【目的】Tryptophan　synt ！　ase 　iま微生 物にとっ て重要な代謝経路であるトリプトフ ァ ン 合成経

　路に おける最後 の 2 つ の 反応を触媒する 。 本研究 は 、超好 熱始原菌 TkOdaharaensis

　KOD 　1 由来の trpA と trpB 遺伝子 を ffscherichin　coti で 発現し．超好熱菌由来 tryptophan
synthase （TS ）の 酵素 化学 的性質を検討することを目的とした 。

　訪 法及び結果】T　kodakaraensis　KOD 　I 由来の trpA 　k：　trpB 遺伝子をそれぞれ E．‘o ’‘で

発現した 。 さらに 、別 々 に 発現 させ た α サ ブユ ニ ッ ト、 βサ ブユ ニ ッ トを混合した後 、 熱処
理 によ っ て TS 　complex を形成 させた 。 そして 、

α
、 βおよび TS　complex の 三 種類の酵素

を精製 し、酵素 化学的性質を解析した 。 ゲル 濾過カラムクttマ トグラフィ
ー

の 結果か ら、α

サブユ ニ ッ トはモ ノ マ 《 α ）、 βサブ　 Lニ ットはダイマ ー （β2）、TS　complex はテ トラマ
ー

　（α
、
β

，
）で あることが 明らかに なっ た 。 しか し 、 α サ ブユ ：．・yF の 活性 は TS　complex の

64 ％ しかなく、 複合体の 方が高い 活性を示 した 。 同様に 、 β反応を触 媒するβサ ブユ ＝

ッ トの 酵素活性 は 、 85
°

C で TS　comp 葺ex の 24％ で あっ た 。 また 、 熱安定性につ い ても検討
を行 っ た ところ、TS 　complex は 各サ ブユ 瓢 ッ ト酵素 より高い 熱安定性を示 した 。 以上 の 結
果より、　tryptophan 　synthase はサブユ ニ ット単位で活 性を示すが 、 複 合体を形 成すること
に よっ てより効率 的に機能し、且 つ 熱に安定な酵素とな っ てい るこ とが示 され た 。
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